
編集～「フリースペースつくしんぼ」　東京都町田市小川1511  TEL/FAX 042(796)8468

「つくしんぼホームページ」アドレスは　http://www.normanet.ne.jp/~tsukushi/　です

「つくしんぼ」はハンディのある子どもたちの放課後活動のスペースです

つくしんぼの
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① 憲法２５条と教育基本法が危ない
・今、学校教育法にある『人格の育成』を
　『人材の育成』に変えようとしている。人
　材というのは使える人間ということ。障
　がいのある人を否定するような言葉。
・健康というのは、体だけでなく、心も健
　やかであるということ。
・障がいのある子の兄弟姉妹への配慮も大
　切。両親ががんばっている姿を見て、彼
　らたちは自ら気がつく。18歳までは子ど
　もだから、可愛がる。お姉ちゃんだから、
　お兄ちゃんだからと言わない。
・『正義や真理がわかる』ということが、賢

　くなるということ。

② ２１世紀は地域だ
・ハンディのある子を有名人に。周りに迷
　惑をかけていると考えない。迷子になっ
　ておまわりさんにお世話になったときで
　も「おまわりさんに障がいのある子の対
　応の仕方を教えてあげたんだ」と思いな
　さい。町の人の世話になる。それは町の
　人を教育すること。
・地域社会同士の支え合いが大切。「近所で
　幼児虐待がわかったら通報しよう」とい
　う最近の風潮には疑問。わかったら駆け
　つけて「どうしたの？」と声をかけるの
　が地域。
・どんなに重い障がいのある子でも、家族
　が困った時に「私が預かる」と言っても
　らえる地域の友人を作っていく努力をし
　よう。
・以前いた養護学校では、広範囲から子ど
　もたちが通っていたので、住んでいる地
　域ごとの『地域ＰＴＡ』があった。それ
　ぞれの地区の情報交換ができ、他地区に
　ある有効な制度などを自分の地区に作る
　など参考になった。親の縦割りのつなが
　りもできる。
・ＰＴＡのＰは
　ペアレンツの
　Ｐ、子どもの
　ことは母親任
　せにせず両親



今回のキッズタイムは、ユウジロウ君です。
お母さんにお話していただきました。
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     「「「「「おおおおおそそそそそととととと、、、、、いこうじぇいいこうじぇいいこうじぇいいこうじぇいいこうじぇい!!!!!!!!!!」」」」」
　暮れも押し迫る寒い日、　暮れも押し迫る寒い日、　暮れも押し迫る寒い日、　暮れも押し迫る寒い日、　暮れも押し迫る寒い日、優次郎が久々優次郎が久々優次郎が久々優次郎が久々優次郎が久々
に新しい言葉を発した。に新しい言葉を発した。に新しい言葉を発した。に新しい言葉を発した。に新しい言葉を発した。新しい言葉がで新しい言葉がで新しい言葉がで新しい言葉がで新しい言葉がで
てもそれっきりで、てもそれっきりで、てもそれっきりで、てもそれっきりで、てもそれっきりで、語彙はなかなか増え語彙はなかなか増え語彙はなかなか増え語彙はなかなか増え語彙はなかなか増え
ないし使えない。ないし使えない。ないし使えない。ないし使えない。ないし使えない。それも自閉症の一つのそれも自閉症の一つのそれも自閉症の一つのそれも自閉症の一つのそれも自閉症の一つの
特徴でもある。特徴でもある。特徴でもある。特徴でもある。特徴でもある。
　その繰り返しの中で、　その繰り返しの中で、　その繰り返しの中で、　その繰り返しの中で、　その繰り返しの中で、何度期待し、何度期待し、何度期待し、何度期待し、何度期待し、破れ破れ破れ破れ破れ
たことか……。たことか……。たことか……。たことか……。たことか……。でも、でも、でも、でも、でも、新しい言葉はとても新しい言葉はとても新しい言葉はとても新しい言葉はとても新しい言葉はとても
嬉しいものだ。嬉しいものだ。嬉しいものだ。嬉しいものだ。嬉しいものだ。寒くていやだったけど、寒くていやだったけど、寒くていやだったけど、寒くていやだったけど、寒くていやだったけど、自自自自自
転車乗りに付き合った。転車乗りに付き合った。転車乗りに付き合った。転車乗りに付き合った。転車乗りに付き合った。
　優次郎は　優次郎は　優次郎は　優次郎は　優次郎は「「「「「みみみみみんんんんんなななななととととと一一一一一緒緒緒緒緒」」」」」が苦手だ。が苦手だ。が苦手だ。が苦手だ。が苦手だ。そそそそそ
して、して、して、して、して、好き嫌いがとてもはっきりしてい好き嫌いがとてもはっきりしてい好き嫌いがとてもはっきりしてい好き嫌いがとてもはっきりしてい好き嫌いがとてもはっきりしてい
て、て、て、て、て、ちらっと見て、ちらっと見て、ちらっと見て、ちらっと見て、ちらっと見て、自分にとって面白いか自分にとって面白いか自分にとって面白いか自分にとって面白いか自分にとって面白いか
そうでないかを嗅ぎ分け、そうでないかを嗅ぎ分け、そうでないかを嗅ぎ分け、そうでないかを嗅ぎ分け、そうでないかを嗅ぎ分け、いやなことはいやなことはいやなことはいやなことはいやなことは
絶対にしないので、絶対にしないので、絶対にしないので、絶対にしないので、絶対にしないので、私は困っている。私は困っている。私は困っている。私は困っている。私は困っている。
　家の中では困ることもあまりなく、　家の中では困ることもあまりなく、　家の中では困ることもあまりなく、　家の中では困ることもあまりなく、　家の中では困ることもあまりなく、平平平平平
和でとても楽しいが、和でとても楽しいが、和でとても楽しいが、和でとても楽しいが、和でとても楽しいが、社会に出ると愕然社会に出ると愕然社会に出ると愕然社会に出ると愕然社会に出ると愕然
とすることが多い。とすることが多い。とすることが多い。とすることが多い。とすることが多い。最近は慣れてきたと最近は慣れてきたと最近は慣れてきたと最近は慣れてきたと最近は慣れてきたと
いうか、いうか、いうか、いうか、いうか、仕方ないと思うところもあるが、仕方ないと思うところもあるが、仕方ないと思うところもあるが、仕方ないと思うところもあるが、仕方ないと思うところもあるが、
どこに行ってもショックの受けまくりでどこに行ってもショックの受けまくりでどこに行ってもショックの受けまくりでどこに行ってもショックの受けまくりでどこに行ってもショックの受けまくりで

あった。あった。あった。あった。あった。健常のお友達の中はさることな健常のお友達の中はさることな健常のお友達の中はさることな健常のお友達の中はさることな健常のお友達の中はさることな
がら、がら、がら、がら、がら、障がいのあるお友達の中でも障がいのあるお友達の中でも障がいのあるお友達の中でも障がいのあるお友達の中でも障がいのあるお友達の中でも「「「「「でででででききききき
なさ」なさ」なさ」なさ」なさ」が目立つのだ。が目立つのだ。が目立つのだ。が目立つのだ。が目立つのだ。
　そんな子どもでも、　そんな子どもでも、　そんな子どもでも、　そんな子どもでも、　そんな子どもでも、とても可愛い。とても可愛い。とても可愛い。とても可愛い。とても可愛い。３歳３歳３歳３歳３歳
を過ぎるころから可愛さが増してきた。を過ぎるころから可愛さが増してきた。を過ぎるころから可愛さが増してきた。を過ぎるころから可愛さが増してきた。を過ぎるころから可愛さが増してきた。
毎日毎日顔を見るたびに毎日毎日顔を見るたびに毎日毎日顔を見るたびに毎日毎日顔を見るたびに毎日毎日顔を見るたびに「「「「「かかかかかわわわわわいいいいいいいいいい
ねぇー」ねぇー」ねぇー」ねぇー」ねぇー」と言い続けている。と言い続けている。と言い続けている。と言い続けている。と言い続けている。障害という不障害という不障害という不障害という不障害という不
憫さを見つめていかなければならない辛憫さを見つめていかなければならない辛憫さを見つめていかなければならない辛憫さを見つめていかなければならない辛憫さを見つめていかなければならない辛
さもあるが、さもあるが、さもあるが、さもあるが、さもあるが、この世の中にこんなにも可この世の中にこんなにも可この世の中にこんなにも可この世の中にこんなにも可この世の中にこんなにも可
愛いと思える存在があるという幸せもあ愛いと思える存在があるという幸せもあ愛いと思える存在があるという幸せもあ愛いと思える存在があるという幸せもあ愛いと思える存在があるという幸せもあ
る。る。る。る。る。将来への不安を抱えながらも私は今将来への不安を抱えながらも私は今将来への不安を抱えながらも私は今将来への不安を抱えながらも私は今将来への不安を抱えながらも私は今
日も日も日も日も日も「「「「「ゆゆゆゆゆうううううちちちちちゃゃゃゃゃんんんんん、、、、、かわいいねー」かわいいねー」かわいいねー」かわいいねー」かわいいねー」と連発と連発と連発と連発と連発
してしまうのしてしまうのしてしまうのしてしまうのしてしまうの
であった。であった。であった。であった。であった。
　優次郎が小　優次郎が小　優次郎が小　優次郎が小　優次郎が小
学１年になり学１年になり学１年になり学１年になり学１年になり
たての時、たての時、たての時、たての時、たての時、描い描い描い描い描い
た絵、た絵、た絵、た絵、た絵、「「「「「好好好好好きききききななななな
ものは？」ものは？」ものは？」ものは？」ものは？」
「「「「「まままままままままま」」」」」

　で考える。
・なにか問題に気づいたら、気づいた人が
　やっていく。誰かがやってくれるのでな
　く、私たちでやる。『お任せ』がいけない。

③ 子どもは子どもの世界
・保育園や学童保育は子どもの文化である。
・「子どものくせに」「うるさいだまれ」と
　言わないで。子どもの言うことは、正し
　いとはかぎらないけれど、まずは聞いて
　あげる。
・命令、禁止の言葉は減らし、「お母さん悲
　しいわ。困る」と伝える。
・学童保育を応援する親の力(財政的)が必
　要である。
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 　　　　　　　　　　　　(12月22日)

　　　　　　　　　　　　　(１月６日)



　フリースペースつくしんぼは
ハンディをもつ子ども達の放課
後活動の場として活動していま
す。96年５月に開所し、現在は補
助金を頂いていますが、運営面
で苦しいのが現状です。
　よろしかったら「ささえる会」
の会員になって頂けませんで
しょうか。年会費2000円(一口)
でお願いしております。
　会員の皆様には、この会報誌
「つくつく通信」を送付させて頂
きます。よろしくお願いできま
したら幸いです。

発行　東京都世田谷区砧６発行　東京都世田谷区砧６発行　東京都世田谷区砧６発行　東京都世田谷区砧６発行　東京都世田谷区砧６ -26-21-26-21-26-21-26-21-26-21　障害者団体定期刊行物協会　定価　障害者団体定期刊行物協会　定価　障害者団体定期刊行物協会　定価　障害者団体定期刊行物協会　定価　障害者団体定期刊行物協会　定価5050505050 円円円円円
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小川
交差点 ﾐﾆｽﾄｯﾌﾟ

横断歩道 町谷原
交差点

バス停
(ﾆﾁﾊﾟｯｸ前)

町田ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ＆ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙより
「鶴間」行のバスに乗り
「ニチパック前」バス停下車
徒歩3分

田園都市線「すずかけ台」駅からだと徒歩15分弱です

町田街道

ｶｰｼｮｯﾌﾟ
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○
○

○
○ 郵便振替口座番号

　00120-7-168283
加入者口座名称
　フリースペースつくしんぼ
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〒195-0061
町田市鶴川1-8-15
TEL 042-734-2362

鶴川駅徒歩15分/鶴川駅2番バス乗り場発・バスどれでも「第2
小学校前」下車徒歩8分・鶴川団地行き(センター経由)「鶴川1丁
目」下車徒歩1分 /駐車場はありません


